
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

みんなの声を力に変える、それが組合 
 

都教組八王子支部執行委員長 佐々木清明 

パラリンピックの学校観戦をめぐって市教委へ申し入れを繰り返していた昨年の

夏、組合員の方から大きな情報をいただきました。受け持ちの生徒数の増加（つま

り教員の減員）と指導期間の限定を定めた特別支援教室の新ガイドラインです。支

部ではすぐに要望をまとめ市教委に申し入れ、さらに急に異動を求められるかもし

れない方々向けに、人事異動の説明会を行いました。同時期に行った特別支援教室

の先生方向けアンケートでは、組合員ではない方からも多数回答をいただき、それ

をもとに作成された東京都あての「緊急署名」は全都で一万筆あまり、その 1 割は

八王子のものでした。一人で 100 筆以上を集めた方もいます。 

 この署名の力を背景に、12 月 10 日、都議会文教委員会で「ガイドラインで原則

の指導期間を１年間と定めた趣旨は、指導目標を設定し、学校生活の１年間のサイ

クルが終了する時点で必ず振り返りを行うためであり、退室をせかすものではござ

いません。」（滝沢特別支援教育推進担当部長）との答弁が引き出され、直後に、

この趣旨を強調する都教育庁からのチラシ「特別支援教室運営ガイドライン～指導

期間の延長について～」が各学校に配布されたのです。支部でも市教委に、「原則

の指導期間」について柔軟な対応を求め、「支援が必要な児童・生徒には必要な支

援を継続する、と校長会でも説明した」との確認を得ました。さらに「市民の会」

と提携して学習会「特別支援教室と学校の未来」を市教委の後援も得て市民・学校

サポーターの方々、管理職を含む多くの先生方の参加で成功させました。組合が軸

になり多くの方の声を結集して、行政を動かす力になったのだと思います。  

課題はまだ残っています。教員一人当たりの担当生徒数が 12 人のままです。指導

期間についても、現場で実際にどう運用されるか、気を付けていかなければなりま

せん。引き続き取り組んでいきましょう。  

 多くの声が集まれば、何かが変わる。誰かを守れる。声を集め、形にしていくのは

私たち組合員です。自信をもって、「あなたも組合に！」とよびかけていきましょ

う。組合は助け合いの組織、加入は、助けてもらう、守ってもらうだけの側ではな

く、助ける側、守る側の人にもなるということなのだから。誇りと気概を新たに、

今年度も共に頑張りましょう。 
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１０９回都教組大会 

・日 時 5 月２１日（土）１３時半 

・場 所 エデュカス ※オンラインあり 

              

 

新人歓迎学習会 

「ちょっと先輩」と話して見ませんか？ 

今年新規採用の先生方と、2～6 年目く

らいの「ちょっと先輩」との交流の場を設

けます。もちろん、年配の「もっと先輩」

もいます。「今しか聞けない」「聞きたい

けど聞けなかった」ことをいっぱい交流し

て、これからもつながっていきましょう。 

・日 時 5 月 13 日（金）18 時半 

・場 所 由井市民センターみなみの分館 

 

              

 

市教委に要請を行いました 
 3 月 23 日、コロナ禍での職場の様子や学校現場で現在困っていることを市教委

に伝え、適切な対応を求めました。特に職場の声として、教職員本人や家族がコ

ロナに感染したり「濃厚接触者」となったりしたために学校を休まざるを得ず、

人手が足りなくなって授業にも困っている学校の実情を（個人や学校名を伏せ）

市教委に訴えました。そして、管理職が十分配慮し、一部の教職員に負担を偏ら

せるようなことがないよう、適切に指導するよう要請しました。  

また、昨年度、ごみ袋が不足し、教職員が私費で購入する、学校のごみを持ち

帰って処分する、など個人の負担になっているという問題について、適切な対応

を市教委に申し入れ、後日、次のような回答を得ました。 

①ゴミ袋の配当については、各学校の実績により配布しており、一律配布には

していない。 

②不足が生じた場合は、学校施設課に問い合わせていただくこととしており、

適宜再配布している。 

③本件については、学校事務室・事務局パートナー協力会議においても議題と

して上がり、解決済である。 

これらの件についてさらに確認するとともに、「給食献立『かいぐんカレー』

への懸念」「ロシア軍のウクライナ侵攻をきっかけとした、ロシアにルーツを持

つ子どもたちへの差別防止」などを含め、4 月中に市教委へ要請を行います。結

果はまたお知らせいたします。 

 

              

 

第９３回メーデー 

みんなで変える未来 

働く者の団結で生活と権利を守り、 

平和と民主主義、 

中立の日本を守ろう！ 

 YouTube 三多摩メーデー特設

ページにて配信します。 

・日 時 5 月１日（日）１０時 

・場 所 井之頭公園西園競技場 

              

 
慶弔金申請 

忘れていませんか?! 

・結 婚  祝  金    ５０００円  

・出  産  祝  金    ３０００円  

・家族死亡弔慰金  ５０００円  

・傷  病  見  舞  金  ３０００円  

・災  害  見  舞  金  ※災害の種類や状

況によります。  

◎詳しくは、支部にご連絡ください。  

              

 

八王子支部大会     

・日 時 6 月 7 日(水）17 時～19 時 

・場 所 クリエイトホール 

              

 


